


































































































































































































































大学出版会の既刊書のうち、地域や主題として上映作品に関連する書籍を紹介するコラムが設けられました。上映会を企画する側としては、来場者のみなさまがどのような思いを胸に抱いて家路に着かれ か、そこがいつも気がりです。作品によっては、映像の訴えるメッセージがあまりに深刻な内容をおびる場合も少 くないからです。映像の問題提起をさら 掘り下げた関連図書を、とりわけ東京外国語大学出版会の刊行物のなかから できることを、じつにありがたく、また頼もしく感じてい しだいです。　　　　　　　　　　　
＊
　
出版会では昨年度、訳書『歴史の中の感情
 ――
 失われ
た名誉／創られた共感』
（ウーテ・フレーフェルト
 著、櫻井文
子
 訳）
、 『英作文なんかこわくないⅣ［パラグラフ編］ 』
（猪
野真理枝／佐野洋
 著、馬場彰
 監）
、 『大学のスペイン語
（Ⅰ・Ⅱ）
』
（高垣敏博／落合佐枝／菊田和佳子／アルトゥーロ・バロン
 著）
、 『大
学のウズベク語』
（島田志津夫
 著）
を、新刊書として刊行し
ました。また、 『世界を食べよう！』
（第五刷）
、 『よくわか
る逐次通訳』
（第六刷）
、 『大学のロシア語Ⅱ』
（第三刷）
、 『大
学のフィリピノ語』
（第二刷）
ほかが、増刷を達成しました。
　
今年度は、 「テクストとしての都市」シリーズが、第一
巻『メキシコＤＦ』
（柳原孝敦
 著）
を皮切りに、いよいよ連
続刊行を開始します。 「物語の島アジア」シリーズでも、韓国の小説の翻訳をお届けできる予定です。　
みなさま、どうぞよろしくお願い致します。
まじま・いちろう
　
東京外国語大学出版会編集長（二〇一九年三月三一日まで）
◉東京外国語大学出版会から映像
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